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｢統計物理学｣小林他訳 岩波 参照 )がそれによると液体固体転移はp-T平面上の
鞠立点を除いて一般に 1次相転移 となるO密度分布函数 p(r)を-様な部分 poとそ う
でない部分 8p(r)に分けて,P(r)- Po+8p(r), Sp(r)-GE*o pGeiGrと
書く｡仮に 2次相転移が起るとして熱力学ポテンシャルや(p,T)を ∂β(r)で展開す
ると
p(p,T)-po/+A(p,T)∑ LpGI2 十 B(p,T)∑pGIPG2PG5+ ･･--･
の形が期待 されるo 但 し液体側から出萄 して最郡 こ不安定になるモー ドpGl,PG2,
･････ (IGll- lG･21-.･･･)だけを考慮しているO -殻にpGに関する3次の項が
現われるので2次相転移が起るとすれば.A (p,T)- B(p,T)- O が同時にみたさ
れねばなもず p-T平面上でCurielineはあらわれないことが分かるo
Kirkwood-Monroe(J.Chem.旦 (1941),514)及び Brout(Physica a旦
(1963),1041) はβ(ど)に関するself-co.nsistentな方程式 として
Ip(r)- exp〔-Pf㌃(r-r′)p(r′)dr′〕
を考え,これが nonun iform な解 をもちはじめることと freezingとを商連づけた｡
ここに )は規格化定数 ,7(r)は粒子間の effectiveな相互作用をあらわし.もとも









- (6po2)-1-∑PGIP820G5+ (12005)-1∑pGIPG2PG5PG4+ ････
となる｡ たとえば単純立力格子を考え,逆格子ベク トルとして (± 1,0,0), (0,










めているD これは液体固体相転移 をatom と holeによる一種の秩序無秩序転移 と見
なす立場である.完全結晶のconfigurationalな分配函数 Q は
Q-eqβUoHf dr言 β〔U(rl''rNh Vo〕 ,
i△i













と置きかえたことに等 しいOここに Oは秩序度をあらわし.γ(0)は与えられた O の下
で可能な配置の教 ,△U(q)は disorderによるエネルギーの増分である0-0-1の

























･-等 (忘 )n を導入するき,-eltingp- 及び freezing





から見た一種のLindemann lawと考えることがでーきる (Phys.R′ev.過 (1966),
83,Phys.Rev.159,(1967),500)0
単純な逆べキポテンシャルの系はたしかに実際の体系の極端な理想化であろうが･こ
れに多少の修正を加えると3相を示すかなり現実的な模型が出来る｡ 樋渡 と栓 田は
(prog`Theor. Phys･些_(19721,741)原子間ポテンシャルとして逆ベキポテンシャ











となる様な適当な fを見つけることが問題 となる｡ 原子の熱振動の相対的な振巾とい
う量はこの場合 fとして必ずしも適当な量やあるとは言えない｡Rossは Lindemann
lawの拡張として次 の様な仮説を捷唱した (PhysRevユ貞生(1967),23g)｡ 即ち
configurationalpartitionfunctionQをQ-e-βUoQ′と書いたとき,融点
において(昔 )"Q′- 一定という仮説である｡-まり融解曲線に沿-て rel｡tiv｡
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